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１ はじめに 

近年アンカー破断する事故が目立ってきている。日本でアンカーが使われ始めたのは、1973 年に土質工

学会が「アースアンカー設計・施工基準」を出版してからである。このときは二重防食などは明確になってい

なかった。その後、1988 年に土質工学会が「グランドアンカー設計・施工基準」を出版した。この基準で二重

防食の考え方が明確となった。新しい基準に移行するまでに施工されたアンカーが、現在、維持管理に最も

注意が必要となっている。目安として 1993 年以前のものとなる。 

アンカーが破断事故を防ぐには、①アンカー台帳整備、②定期的な目視点検、③アンカーリフトオフ試験

が大事になる。ここでは、リフトオフ試験を、「ドボク模型」で表現し解説を加えた。 

２ アンカーの構造 

① 資料-１は、アンカーの構造模型である。

a) アンカーは、PC鋼より線（または鋼棒）、受圧板、支圧板、アンカーヘッド、キャップで構成される。

b) 地すべり土塊が、移動すると、受圧板が前側に移動しようとする。

c) 受圧板に設置されている支圧板とアンカーヘッドは、PC鋼より線と一体化されている。

d) 鋼より線の先端は、不動地盤にセメントミルクという接着剤で固定されている。

e) そのため、受圧板が前に移動しようと思っても、PC 鋼より線の張力により移動できない。

f) PC 鋼より線には、土塊が滑る力と同じ位の張力を事前に与えることで、変形量を小さくできる。

② 資料-２は、実際のアンカーのミニチュア模型に、部材名称を記載したものである。

３ リフトオフ試験の模型 

① 模型の作成

a) PC 鋼より線は、輪ゴムでモデル化した（資料-３）。

b) アンカーヘッドは、黒いゴムにフックをつけた（資料-３）。

c) PC 鋼より線に作用する、プレストレスは、輪ゴムを引っ張ることで与えた（資料-３）。

d) 輪ゴムの片側は、自由長部と定着長部の境界にピンを打っておき、そこに引っ掛けた（資料-４）。

e) 輪ゴムのアンカーヘッド側は、支圧板に設置したフックに引っ掛けた（資料-４）。

f) 斜面には法枠工を模した構造物があり、それがアンカー受圧板となる（資料-４）。

g) その受圧板に、アンカーヘッドを引っ掛けることで、アンカーを模型で表現した（資料-４）。

② リフトオフ試験実験の方法と結果・考察

a) 実験方法（資料-５）

自由長部（輪ゴム１）の長さを、定規で測定したところ、丁度 10 ㎝であった。

黒いゴムにつけたフックに、自由長部と同じ輪ゴム２をかける。

その輪ゴム２を、引っ張っていく。

b) 実験結果（資料-６）

輪ゴム２が、10 ㎝になったところで、黒いゴムが、法面部分から浮いた（離れた）。

輪ゴム１と輪ゴム２は、同じものなので、長さが同じ 10 ㎝ということは、張力が同じになる。

地中部のアンカー張力と同じになったときに、アンカーヘッド（黒いゴム）が浮くことがわかる。



４ リフトオフ試験の意味 

① 目的 

ロードセルが設置していない場合、現在のアンカー張力が不明であるが、リフトオフ試験を実施するこ

とで現在のアンカー張力を知ることが目的である。 

② 実際のリフトオフ試験 

a) 実験では、黒いゴム（アンカーヘッド）にフックを設置し、輪ゴムで引っ張った。 

実際は、アンカーヘッドをつかむ装置を接合する（資料-７）。 

この接合装置が、既設アンカーヘッドの構造に合わせて工夫が必要になる。 

また、古くて傷んでいると、上手く接合できないので、ノウハウが必要となる。 

b) その接合装置にジャッキをつけて、ジャッキで引っ張る（資料-８）。 

ジャッキで張力が測定できる。 

このとき、接合装置にダイヤルゲージを設置し、移動量を測定する。 

横軸にダイヤルゲージの変位量、縦軸にジャッキによる張力をプロットする（資料-９）。 

c) リフトオフするまでは、ほとんど移動しない。 

実際には接合装置のなじみや、ジャッキの遊びがあるため、若干伸びる。 

リフトオフすると、張力はあまり変化せずに、変位が進行する（資料-９）。 

グラフの折れ点が、リフトオフ荷重となる（資料-９）。 

③ リフトオフ試験動画 

a) H29 年実施業務にて、リフトオフ試験を実施した。 

b) そのときにリフトオフ試験動画をシンク・フジイの今泉君が作成したので、

右の QR コードから YouTube 限定公開で見ることができる。 

https://youtu.be/MtaSkY0n44g 

 

５ おわりに 

アンカーリフトオフ試験は、今後ま

すます重要になる。当社はアンカ

ーアセットマネジメント研究会とア

ンカー健全度研究会に所属し、ア

ンカーの知識やノウハウを得てい

る。アンカー力が増加するケース

は、すべる力が大きくなっているケ

ースに相当する。その場合は、既

存資料や現地状況をよく観察し、

原因究明が必要になる。リフトオフ

試験の後の、原因究明の方にも

力をいれて、道路斜面の安全性を

評価していきたい。 0
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資料-９リフトオフ試験のグラフ 

https://youtu.be/MtaSkY0n44g


  

 

 

  

 

 

  

 

 

資料-１ アンカー構造模型 資料-２ アンカーミニチュア模型 

資料-３ アンカーのモデル化（輪ゴム＋支圧板） 資料-４ アンカーモデル完成形 

資料-５ アンカーヘッドを輪ゴム2で引張る 資料-６ 輪ゴム2が10㎝でアンカーヘッドが離れる 
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資料-７ 既設アンカーヘッドをつかむ装置を接合をする（既設アンカーヘッドに合わせる必要がある） 

資料-８ 軽量小型ジャッキによるリフトオフ試験装置 

（右下写真：ジャッキの移動量測定、左下写真：ジャッキに圧力を与える手押しポンプ） 
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